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現在の中学校部活動の状況

少子化による生徒数の減少
（H27:12,531人 → R12:10,543人）

⇒学校単位での部活動は限界

学校間の部活動選択肢の差
⇒子どもたちの自由な選択が困難

教員の大きな負担（時間外勤務増、専門外の指導等）

⇒教員だけでは支えきれない

生徒の意識の変化
⇒より楽しむことや「新規種目」の希望



『たかまる』 へ

R9（2027）年度の８月末をもって
平日・休日ともに、部活動終了

新たなスポーツ・文化芸術活動として

「たかまる」 がスタート！

運動クラブの様子 文化クラブの様子



『部活動』 と 『たかまる』 の違い

部活動 たかまる

実施主体 各中学校 たかまる（登録団体）

指導者 教職員、外部指導者 地域の指導者（希望する教職員を含む）

参加者 当該校の生徒 子ども達と地域の方

場所 学校施設
学校施設、社会教育施設、公共のスポーツ
・文化施設 等

費用 部費（用具費等） 会費（指導者報酬・用具等）

補償
日本スポーツ振興センター

災害共済
・スポーツ安全保険などの各種保険
・自転車保険（自転車使用の場合）

地域展開



基本目標（目指す姿）



基本方針



『たかまる』 の特徴

子どもたちは校区を越えて、地域クラブや活動を
自由に選択し、参加することができます。

市が提示する要件を満たす団体を募集し、認定地
域クラブ活動として認定します。

多様な人材の活躍により、様々なスポーツや文化
芸術の機会を提供します。

地域クラブは会費制とし、指導者報酬や保険料等を含
む運営に必要な費用は、原則として受益者（参加者）に
負担いただきます。



『たかまる』 の活動内容

【活動の主体】 地域の団体や新たに個人・グループが主体となってつくる団体

【活動内容】

体験する機会
の提供

一人ひとりの特
性に応じた参加
機会の拡充

多世代交流の
発展

営利を目的と
しない

希望する教職員のグループ

一人ひとりの個



『たかまる』 の活動内容

・指導者の謝金に充当

・用具や備品の購入

・施設使用料や保険利用に充当

・利益の配当を行わない

得られた収入は、指導者の謝金や



『たかまる』 の参加者

原則として、

生徒は各校の部活動から

種目・活動を選択

【これまでの部活動】 【これからの 『たかまる』 】

『たかまる』では、
校区を越えて
活動を自由に選択！



『たかまる』 の参加者

原則、市内在住の中学生が参加し、その他の参

加者（例:小学生、高校生、大人、市外在住の中
学生など）は、各地域クラブが個別に設定

生徒が継続的に参加し、いつでも参加できる

合理的な理由なく参加を拒否しない

定員がある場合は、近隣の生徒が参加できない

ことがないよう努める



幅広い立場の方々や
活動団体の参画

『たかまる』 の認定

民間にすでにある活動団体

希望する教職員

保護者の有志 地域住民の有志 ③『たかまる』として認定

②審査・結果

①認定申請

④認定期間（3年間）と更新について



『たかまる』 認定の必須項目

指導に携わる全スタッフの研修受講（必須）
・活動する前に市が実施する研修を受講（認定要件の一つ）

・研修内容は中学生への指導に関する配慮事項、安全管理、
熱中症予防、ハラスメント防止など

団体規約・活動方針の策定（必須）
・地域クラブ名、代表者名、活動内容、活動志向、活動地区、会費等
の地域クラブに関する情報を記載した活動方針を策定

・その他の遵守事項
参加者へ政治的、宗教に関する活動をしないこと
参加者を作業のみに従事させるなど労働者として従えないこと

・生徒、指導者の保険加入（例：スポーツ安全保険 生徒800円/年）

活動計画の作成（必須）
・年間及び毎月の活動計画を作成し、１ヶ月以上前に参加者に周知



『たかまる』 への参加例

・1つの地域クラブでスポーツ
（文化芸術）を頑張りたい
・塾にも通いたい

Aさんの場合 Bさんの場合
・複数のクラブでスポーツと文化
芸術をいろいろやってみたい
・週末は家族でゆっくりしたい

Cさんの場合
・民間のクラブと地域クラブの
両方でスポーツを頑張りたい
・大会出場を目指したい

放課後や休日の過ごし方 を改めて考える機会に

やりたいことを見つけて、新しい自分を発見しよう！



『たかまる』 の活動時間と休養日

活動時間と休養日について
・週当たりの活動時間は最大11時間程度を目安
（平日１日２時間程度、休日１日３時間程度）

※但し、大会に参加の場合はこの限りではない
・短時間に合理的でかつ効果的・効率的な活動に努める
・休養日を週当たり２日以上設けること

現在の部活動の時間
学校、季節により異なるが最大１８時まで

１６時 ２１時

8時 １８時

休日

平日

長期休業中の平日

8時 ２１時



学生だけの
グループ

１ 代表者や会計担当者、指導者など３名以上、ただし、文化クラブ
は2名以上で 構成することとし、代表者、会計担当者は１８歳以
上（学生は除く）。

２ 持続可能性を担保するため、大学等の学生だけでスタッフを構成
することはできない。

３ 複数の地域クラブを運営する場合に、代表者及び会計担当者は兼
ねることができる。

 ※複数の地域クラブで指導（見守りを含む）を行おうとする場合は、
    申請時に市に申し出る。

適切なスタッフ等の配置（各クラブ）

【指導者の要件】

・研修受講済

・日本版DBSの

確認を経る



指導者の兼職兼業



適切で効果的な指導

適切な休養と過度な練習の防止

参加者の心身の健康管理、事故防止の徹底

暴力・暴言・ハラスメント・いじめ等の未然防止と相談へ
の適切な対応

いかなる場合においても許されない行為

「決して許されないものである」との認識を活動に関わ
る全ての関係者がもち、根絶するための取組を機会あ
るごとに行う

暴力・暴言・ハラスメント・いじめ等の不適切行為の根絶



参加者の安全・安心の確保

熱中症等の事故防止に努める。

救急救命講習の受講に努める、AEDの設置場所を把握。

事故発生時の速やかな応急手当、救急搬送、適切な報告。

使用する用具を適切に保管・管理するとともに、参加者に用具の

    正しい利用及び管理について指導する。

落雷等による事故を防止するため、気象情報等の取得に努め、

    活動休止などの判断を早い段階で行う。

参加者の健康状態や疾病・傷病の症状など、健康観察・体調管理

    を行う。

事故対応マニュアルや救急体制の作成・確認

ハザードマップや避難経路を事前に確認し、災害の危険が予測

される場合は活動の中止・延期を判断するなど、安全確保を最
    優先に事故防止に努める。



中学校施設の利用

学校が定めた所定の場所へ駐車・駐輪し、必要のな

い場所へ立ち入らない。

中学校施設の利用にあたっては市が利用調整を行う。

※希望に添えない場合あり

決められた時間内で活動し、原状復帰を原則とする。

中学校等の備品は許可があれば使用することができる

が、消耗品については各地域クラブで準備すること。

各学校の利用ルールを遵守すること。

使用許可の条件に違反し、定められた事項を遵守しない

場合は、使用を停止し、又は使用許可を撤回する。



中学校体育連盟主催大会への参加を希望する地域クラブは、香川県中学校
体育連盟の認可を受ける
必要書類等の詳細や各種競技部の細則については、香川県中学校体育連盟

      のホームページを参照
【香川県中学校体育連盟ホームページ】
      https://kagawa-chutairen.sakura.ne.jp/

吹奏楽連盟主催のコンクールへの参加を希望する地域クラブは、
香川県吹奏楽連盟へ問合せを行う

【全日本吹奏楽連盟ホームページ：連盟規定（抜粋）、定款、大会規定等】

      http://www.ajba.or.jp/company.html#kitei

【香川県吹奏楽連盟ホームページ】
      https://www.kagawa-suiren.jp/

各種協会や連盟主催の大会やコンクール等への参加主催団体へ問合せを行
い、必要な手続きを行う

中学校体育連盟等が主催する大会等への参加



適切な会費設定と受益者(参加者)負担の軽減

会費（指導者報酬＋運営費など）について

地域クラブは会費制

運営に必要な費用は、原則、受益者（参加者）が負担

実際の会費については、実施回数や大会参加の有無に合わ

    せて、地域クラブの運営に必要な経費をもとに各地域クラ

    ブが定める

活動する際に必要となる費用（種目、活動志向等により異

    なる）

（例）指導者謝金、会場費、保険料、消耗品費等

※大会に参加する地域クラブの場合は・・・

ユニフォーム代、協会登録料、大会参加費、遠征費等

寄付、協賛金、用具・物品の提供等の支援を受けることがで

きるものとする





活動報告（活動実績・会計）

活動の継続（更新）に是正が必要な場合は市の指導助言に
     従うこと。

市の指定する日までに活動実績と会計（収支決算）を報告。

地域クラブが適切に運営されているか適宜確認。

⚫ 収支の管理や支出用途を明確にできればOK。

⚫ 参加者や保護者に対し、少なくとも年1回報告すること。

⚫ 地域クラブやサークルに特化したアプリが各種あり、運営効率化の手

助けに。（連絡ツールなどの無料アプリも）

指導者への謝金は、指導への対価であれば源泉徴収の対象

になり、必要に応じて税申告を行うこととする。



高松市等の役割

１ 地域クラブを把握、必要に応じてヒアリング、活動が実施計画の内容を遵守して

    いるか適宜確認、指導に従わない場合は認定を取り消す。

【市の役割】

２ 地域クラブの活動が安全、安心なものとなるよう、参加者や保護者からの相談

    を受け付け、必要に応じて地域クラブへ指導助言を行う。

３ 地域クラブからの相談を受け付け、必要に応じて地域クラブへ指導助言を行う。

４ 地域クラブの活動内容等をホームページ等に掲載するとともに、関係機関等と

    連携し周知する。

【学校の役割】

１ 在籍する生徒の地域クラブへの参加状況の把握に努める。

２ 中学校施設の利用について市と協議するとともに、市に対して中学校施設の利

用可能場所や日時を連絡する。

5 経済的な理由により参加費等の負担が困難と認められる生徒への支援の在り

方については、国や県の動向を注視しながら検討する。



『たかまる』 の参加基準

参加する活動を選択する際には、活動場所までの移動手段や活動頻度、参

加する際の会費などを含めて、総合的に判断して決定していただきます。

【活動場所までの移動】

公共交通機関や自転車（利用者は自転車保険への加入が必須）を利用したり、

      必要に応じて保護者の送迎をお願いしたりすることを想定しています。

【活動の頻度】

競技志向からレクリエーション志向まで、地域クラブの方針などによって異

      なります。その他の予定と合わせて選択いただくことになります。

【会費の設定】

地域クラブが持続的に活動していくために必要な経費を会費としてご負担

      いただきます。会費は地域クラブによって異なります。



地域展開までのスケジュール

年
度

実
施
内
容

令和8年度

変遷にかかわる対象学年の流れ

令和9年度9月～

『たかまる』開始

（平日・休日）

中学校部活動（～令和9年度8月末）

生徒の
申し込み

募集広報
活動団体設置
指導者・活動場所設置

情報発信（令和7年度～）
生徒・保護者への説明

中学1年生

中1

令和9年度 令和10年度以降

中2 中3

◇中2の夏まで部活動に所属し、その後、令和9年夏に新しく始まる『たかまる』に参加するこ
とができます。

◇ 『たかまる』に参加しないことも可能です。

小学6年生
◇中1の夏まで部活動に所属し、その後『たかまる』に参加することができます。
また、部活動に所属せず、夏から『たかまる』に参加することも可能です。

中1 中2

小学5年生

中1

◇中1から『たかまる』に展開





体験会について

ソフトボール





認定地域クラブ活動
『たかまる』 のメリット

【中学校施設の利用】

中学校施設を無料で使用できます。また、施設の備品の使用も可能です。

【中体連等が主催する大会等への参加】

認定地域クラブ活動を実施している市区町村において、当該自治体に認定され

ていない地域クラブ活動は、参加を認めない（認定制度開始から２年間を猶予期間

とする）。

認定地域クラブ活動には、「全国中学校体育大会地域クラブ活動の参加資格の

特例各競技部細則」は適用されない。

【全国中学校体育大会 運営の基本と大会開催基準より 日本中体連】

【ホームページでの広報】

「たかまる」専用ホームページの中に各クラブ活動の情報を掲載します。



認定地域クラブ活動
『たかまる』 のメリット

【財政支援】

認定地域クラブ活動への支援（案） 【国の補助制度を活用した支援】

内容については、１年目は国の補助制度と同様。２年目は補助上限額を１/２、３年目は１/３とする。

＜補助基準額＞ 補助単価は下記の表のとおり。
①補助単価と、②「活動経費」から「参加費等の収入」を引いた額を比較し、いずれか少ない方の額

＜補助対象経費＞
休日の地域クラブ活動の実施に要する経費（人件費、諸謝金、旅費、通信運搬費、印刷製本費、会議費、
備品費、消耗品費、 借料及び損料、保険料、雑役務費、委託費、補助金）

月４回程度活動 月３回程度活動 月２回程度活動 月１回程度活動

（１）
参加生徒数27人以上で
指導者を3人以上配置

スポーツ：６７３千円
文 化：６９１千円

スポーツ：５５０千円
文 化：５６９千円

スポーツ：４２７千円
文 化：４４６千円

スポーツ：３０５千円
文 化：３２３千円

（２）
参加生徒数13人～26人
で
指導者を２人配置

スポーツ：５７６千円
文 化：５９６千円

スポーツ：４７５千円
文 化：４９４千円

スポーツ：３７３千円
文 化：３９３千円

スポーツ：２７２千円
文 化：２９１千円

（３）
参加生徒数5人～12人で
指導者を１人配置

スポーツ：４２３千円
文 化：４４３千円

スポーツ：３５６千円
文 化：３７７千円

スポーツ：２９０千円
文 化：３１１千円

スポーツ：２２４千円
文 化：２４５千円

（参考） 令和８年度 国の補助制度【休日の地域クラブ活動の活動費等の支援補助単価（１クラブ活動当たり年額）】

（注）なお、令和９年度の国の補助制度は明らかにされていない状況にあることから、補助制度が示された後、来
年度予算を要求することとしている。



認定地域クラブ活動
『たかまる』 のメリット

【財政支援】

クラブ参加生徒への支援（案）

参加者の負担軽減策として、クラブ活動時におけるケガや事故などの安全保障として、保険料（1人
８００円程度）を補助する。

経済的困窮世帯の生徒への支援（案） 【国の補助制度を活用した支援】

＜補助対象者＞
【「経済的理由により地域クラブ活動の参加費及び保険料の負担が困難と認められる世帯の生徒」に該

当する者】
①生活保護世帯の生徒 ②住民税非課税世帯の生徒
③①②に準ずると認められる世帯の生徒（指定都市・市区町村等※が、以下のいずれかに該当するもの

として認定）
    ⅰ児童扶養手当の支給 ⅱ市町村民税の減免 ⅲ国民健康保険法の保険料の減免または徴収の猶予
    ⅳ国民年金保険料の免除 ⅴ生活保護の基準額に一定の係数を掛けたものなど、 ⅰ～ⅳに準ずると
    認められるもの

＜補助基準額・補助割合＞ （参考）令和８年度 国の補助制度
上限額：生徒1人当たり年額24,800円※ 補助割合：国1/2、市1/2
※参加費：年額24,000円（月額2,000円×12か月）＋保険料：年額800円
※年額24,000円を超える額を参加費として設定している場合は、最大で年額36,800円まで（参加

費：月額3,000円）の範囲内で、「参加費の月額×12か月＋800円」を限度額とする。

（注）なお、令和９年度の国の補助制度は明らかにされていない状況にあることから、補助制度が示された
後、来年度予算を要求することとしている。



認定地域クラブたかまる

地域クラブの募集スケジュール 認定申請方法

つながる、ひろがる、かなえる 

～みんなで育む新しい地域クラブ活動～



認定までの手順

オンライン申請システムの申請フォー
マットに必要事項を入力します。

３. WEBページより認定申請する

２. 認定要件を確認する

認定要件をクリアしているか、御確
認下さい。

１. 一緒に活動する人をみつける

持続可能な運営体制を確保するため、
３名以上での申請をお願いします。

LOGOフォーム

URL：https://logoform.jp/form/dV7M/1711626

・認定要件7か条

※高松市オンライン申請システムでの

  申請が難しい場合は、 高松市教育

委員会まで御相談ください

文化クラブは２名以上で構成
代表者・会計担当者は18歳以上（学生を除く）
※同一人物は不可



１. 一緒に活動する人を見つける

営利を目的としないこと

活動を継続的に運営できる体制（代表者・会計担当・

指導者）を有すること

規約を定め、会計を明確にできること

高松市内において、中学生を主な対象としたスポーツ

文化芸術活動を行うこと（オンライン可）



２. 『たかまる』 認定基準

高松市内在住の中学生が希望する活動に主体的に
参加できること

適切な活動時間や休養日が設定されていること

適切な指導の実施体制が確保されていること

学校等との連携が適切に行われていること

適切な安全確保の体制が確保されていること

適切な運営体制が確保されていること

活動の維持・運営に必要な範囲で、可能な限り低廉な

参加費等が設定されていること



３. 認定申請の方法

高松市オンライン申請システムで申請

【募集・審査スケジュール】

１.地域クラブ情報の入力
▽
▽ 第1回募集期間：令和8年9月1日～

令和８年９月30日
▽

２.審査（確認等のヒアリング）
▽
▽
▽

３.審査結果通知
▽
▽
▽

4.結果の公表
令和8年12月までに

地域クラブ情報 入力項目（例）

①クラブ名称・団体名
②活動種別・種目
③募集対象エリア
④募集人数
⑤参加対象者
⑥代表者情報
⑦会計担当者情報

⑧指導者人数
⑨連絡責任者情報
⑩活動時期
⑪活動希望場所
⑫活動希望曜日・時間
⑬会費
⑭地域クラブのPR文

LOGOフォーム
URL：https://logoform.jp/form/dV7M/1711626

※高松市オンライン申請システムでの

  申請が難しい場合は、 高松市教育

委員会まで御相談ください

※ スケジュールは今後の進捗状況により前後する場合があります



認定申請の手順①

高松市オンライン申請フオームより

１.クラブ・団体基本情報を入力

①入力イメージ

活動団体の連絡先
入力１：クラブ・団体基本情報

【入力１：クラブ・団体基本情報】

2.代表者・会計担当者情報を入力



認定申請の手順②

【入力２：指導者情報】

１.指導者人数を入力



【入力３：活動内容・スケジュール・会費】

認定申請の手順③

１.活動種別・種目を入力 ⇒ ▼選択

２.募集対象を入力 ⇒ ▼選択 （募集人数のみ入力）



認定申請の手順④

【入力4：活動内容・スケジュール・会費】

【高松市立中学校を選択した場合のみ】

２.使用中学校名
⇒ 第１～第３希望を▼選択

第３希望まで選択しなくても構いません。

１.活動日程・場所 ⇒ ▼選択



認定申請の手順⑤

【入力4：活動内容・スケジュール・会費】

３. 利用調整希望日・時間・使用施設を入力

※週当たりの活動時間は、平日２時間・休日３時間程度

の最大１１時間程度とすること

※休養日を週２日以上設けること

※平日：２時間、休日：３時間以内の時間を記入すること



認定申請の手順⑥

【入力4：活動内容・スケジュール・会費】

４.参加費用を入力

ユニフォーム代12,000円 など



認定申請の手順⑦

【入力5：PR情報・公開情報】

１. PR文（活動紹介）
を入力

２.公開するリンク先
連絡先を入力

※ 200字以内



認定申請の手順⑧

【入力６：添付書類】

各種書類を添付してください。

１認定申請書兼誓約書

２.指導者一覧

３.年間活動計画書

４.団体の規約又は会則

５.収支予算書

選択

（自署または押印文書）

（ひな型を参考に作成）

（ひな型を参考に作成）

(収支予算・決算書.xlsxを使用して作成)

（ＰＤＦで提出）

(指導者一覧.xlsxを使用して作成)



認定申請の手順⑨

【入力８：完了】

申請送信後、登録メールアドレスに回答された内容が届きますので、

お間違えないか、必ずご確認ください。

【入力７：確認】

確認画面にて、入力事項を全てご確認ください。



令和８年度 活動開始までのスケジュール
（予定）

認定地域クラブ活動「たかまる」募集開始

応募締切
審査（確認・ヒアリングを随時行う）

審査結果通知
結果の公表

認定地域クラブ指導者向け研修の開始
※ 指導者研修会の参加申請、指導者登録については、別途周知予定

体験会の開催 （月1回程度）

令和8年9月1日（火）

9月30日（水）

12月1日まで

12月中頃

令和9年4月1日(木） 参加者募集開始

9月1日(水） 認定地域クラブ活動「たかまる」活動開始

12月～令和９年２月
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